
医
師
研
修
会
、
医
師
の
再
教
育
・
養
成
制
度
な
ど
を
挙
げ
て
近
代
医
学

へ
の
連
続
性
を
実
証
し
た
。
遠
藤
論
文
は
近
代
的
博
物
学
の
受
容
や
舎

密
学
・
写
真
術
の
研
究
な
ど
を
手
掛
け
た
飯
沼
慾
斎
の
蘭
学
塾
の
成
立

と
展
開
を
、
二
十
名
ま
で
拾
い
挙
げ
た
門
人
の
動
向
を
探
り
な
が
ら
検

討
さ
れ
た
。
親
戚
縁
者
の
比
率
が
高
く
、
在
村
に
お
い
て
蘭
学
の
展
開

を
実
証
し
、
末
中
哲
夫
氏
の
提
唱
す
る
「
実
学
と
同
族
性
」
へ
と
導
い

た
。
下
山
論
文
は
宇
田
川
・
箕
作
両
家
に
代
表
さ
れ
る
有
能
な
人
材
を

輩
出
す
る
に
至
っ
た
地
域
の
特
性
、
津
山
藩
医
の
蘭
学
浸
透
度
、
在
村

医
の
活
動
状
況
を
実
証
さ
れ
た
。
菊
池
論
文
は
下
野
関
係
者
三
十
四
名

（
う
ち
二
十
二
名
が
在
村
医
）
を
摘
出
し
個
別
的
に
検
討
さ
れ
た
。
蒲
原

論
文
は
蘭
学
塾
の
学
統
系
譜
と
実
態
を
再
構
築
し
、
さ
ら
に
明
治
初
期

の
県
内
洋
学
の
系
譜
を
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
闘
学
の
受
容
は
あ
っ
て

も
展
開
し
て
ゆ
く
場
が
な
か
っ
た
の
が
実
情
と
い
う
・
田
崎
論
文
は
「
医

師
人
名
簿
」
の
翻
刻
と
解
題
で
あ
る
。
明
治
前
期
に
お
け
る
地
域
医
界

の
公
的
な
位
置
は
、
質
量
共
に
洋
方
系
医
家
や
旧
藩
医
層
が
占
め
て
い

た
こ
と
を
実
証
さ
れ
た
。
平
野
論
文
は
蘭
方
医
吉
田
長
淑
の
門
人
烏
海

松
亭
の
研
究
で
あ
る
。
庄
内
藩
医
を
継
が
ず
、
学
芸
・
書
画
の
世
界
に

遊
ぶ
反
面
、
曲
学
研
究
に
よ
っ
て
万
国
共
通
の
原
理
に
立
つ
『
音
韻
啓

蒙
」
を
著
訳
し
た
人
物
で
あ
る
。
仙
台
藩
眼
科
医
大
森
家
と
の
血
縁
関

係
を
明
示
し
、
大
森
家
関
係
の
新
史
料
四
点
を
紹
介
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
在
村
蘭
学
の

総
合
的
研
究
に
資
す
る
所
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
地
域
の
立
地
条
件
、

歴
史
的
特
性
を
は
じ
め
、
蘭
学
を
支
え
た
私
的
・
公
的
な
社
会
的
条
件
、

経
済
的
条
件
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
蘭
学
の
均
一
な
普

師
匠
か
ら
「
批
判
し
な
け
れ
ば
書
評
で
は
な
い
、
批
判
し
な
い
な
ら

害
く
な
よ
」
と
釘
を
刺
さ
れ
た
。
本
書
は
す
こ
ぶ
る
示
唆
的
で
、
か
つ

発
明
が
多
い
が
、
あ
え
て
特
徴
と
問
題
点
そ
れ
ぞ
れ
二
点
を
挙
げ
て
評

と
し
た
い
。

昨
年
十
一
月
の
神
農
祭
の
懇
親
会
で
、
早
稲
田
大
学
の
楠
山
教
授
は

次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た
。
「
中
国
哲
学
で
は
、
『
素
問
」
『
霊
枢
」
な
ど

の
医
書
を
あ
つ
か
う
の
は
異
端
視
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
中
国
哲
学

を
理
解
す
る
に
は
医
書
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
風
潮
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
積
極
的
に
医
書
を
読
ん
で
い
こ
う
と
思
う
」
・
臨
床
家
が
医
学

古
典
を
読
む
に
は
限
界
が
あ
る
。
い
や
、
あ
っ
た
。
思
想
だ
け
で
な
く
、

書
誌
・
文
字
・
訓
話
・
音
韻
な
ど
、
ど
う
し
て
も
専
門
的
な
知
識
が
必

要
と
な
る
。
針
灸
の
さ
ま
ざ
ま
な
集
ま
り
で
、
中
国
学
の
専
門
家
の
話

及
と
適
切
な
浸
透
が
み
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
実
情
を
正
確
に
把

握
・
分
析
し
得
る
史
料
の
発
掘
・
調
査
が
全
国
的
に
進
ん
だ
暁
に
は
、

閲
学
学
統
系
譜
の
縦
横
関
係
と
学
際
的
交
流
の
複
雑
な
構
図
を
視
覚

化
・
図
式
化
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
課
題
を
越
え

た
も
の
で
あ
り
、
評
者
も
含
め
た
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
（
吉
川
厚
ｆ
）

〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’

七
五
一
’
一
七
八
一
、
一
九
九
二
年
、
Ａ
五
判
、
三
二
五
頁
、
定
価
五

九
七
四
円
〕

宮
澤
正
順
著
『
素
問
・
霊
枢
一
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し
を
う
か
が
う
機
会
を
、
幾
度
と
な
く
設
け
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ

の
裏
返
し
な
の
で
あ
る
。
積
極
的
な
眼
差
し
が
医
書
に
向
け
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
と
聴
い
て
、
心
の
中
で
小
躍
り
し
た
。
そ
の
具
現
が
本
書

で
あ
る
と
み
れ
ば
、
大
き
な
流
れ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の

こ
と
を
本
書
の
特
徴
の
第
一
に
あ
げ
た
い
。

本
書
の
第
二
の
特
徴
は
、
筆
者
あ
と
が
き
に
「
道
家
思
想
・
神
仙
思

想
・
道
教
と
の
関
係
に
重
点
を
置
い
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
教
の
目

で
、
『
素
問
」
「
霊
枢
」
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
単
に
、

中
国
思
想
の
専
門
家
、
大
学
の
先
生
が
「
素
問
」
『
霊
枢
」
に
取
り
組
ん

だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
今
ま
で
に
な
か
っ
た
切
り
口
か
ら
の
解
説

お
よ
び
注
釈
が
、
本
書
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
試
み
は
同
学
の

も
の
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
示
唆
的
で
も
あ
る
。
臨
床
の
目
だ
け
で

古
典
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ

き
こ
と
を
本
書
は
暗
に
示
し
て
い
る
。
思
想
的
な
背
景
を
無
視
し
て
、

医
書
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
視
野
を
狭
め
臨
床
の
側
面
だ
け
で
読
む
こ

と
は
、
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
特
徴
の
第
二
で
あ
る
。

中
国
伝
統
医
学
は
し
ば
し
ば
「
気
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
る
。
こ

れ
が
、
ど
れ
だ
け
初
学
者
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
か
。
た
と
え
ば
、
九

針
十
二
原
篇
の
補
潟
の
段
。
原
文
に
は
「
邪
気
」
「
気
」
「
其
気
」
「
中
気
」

と
気
の
つ
く
語
が
四
見
す
る
が
、
本
書
の
現
代
語
訳
に
は
「
邪
気
」
「
真

気
」
「
邪
気
」
「
血
気
」
「
邪
気
」
「
気
」
「
経
気
」
「
正
気
」
「
正
気
」
と
九

見
し
、
増
え
て
い
る
。
こ
の
「
気
」
の
不
統
一
は
著
者
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
。
中
国
伝
統
医
学
の
内
で
も
久
し
く
論
議
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、

今
も
っ
て
明
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
「
経
気
」
「
正
気
」
「
真
気
」
が
ど

う
い
う
風
に
違
う
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
問
題

の
第
一
で
あ
る
。

雑
誌
「
経
絡
治
療
」
に
登
載
さ
れ
た
丸
山
昌
朗
氏
の
「
九
針
十
二
原

講
」
、
『
日
本
経
絡
学
会
誌
』
の
島
田
隆
司
氏
の
「
九
針
十
二
原
の
研
究
」
、

同
じ
く
井
上
雅
文
氏
の
「
九
針
十
二
原
・
補
潟
条
文
の
検
討
」
な
ど
が

参
考
文
献
に
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。

ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
研
究
は
埋
も
れ
て
見
つ
け
に
く

い
こ
と
が
大
き
な
原
因
だ
ろ
う
。
ア
カ
デ
ミ
ー
と
臨
床
家
で
あ
り
な
が

ら
研
究
し
て
い
る
者
と
の
密
接
な
交
流
、
も
し
く
は
交
流
の
場
の
確
保
、

こ
の
こ
と
は
急
務
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
問
題
の
第
二
で
あ
る
。

本
書
が
医
学
古
典
の
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
こ
と
を
強
調
す
る
あ
ま

り
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

誤
字
が
散
見
す
る
が
、
道
教
か
ら
の
解
説
・
注
釈
、
お
よ
び
そ
の
博
引

傍
証
の
さ
ま
を
、
是
非
一
読
さ
れ
た
い
。

（
富
川
浩
也
）

〔
明
徳
出
版
、
新
宿
区
新
小
川
町
八
’
二
六
、
電
話
三
二
六
六
’
○
四
○

一
、
一
九
九
四
年
、
四
六
判
、
二
二
○
頁
、
定
価
二
七
○
○
円
〕

新
藤
恵
久
著
「
木
床
義
歯
の
文
化
史

ｌ
世
界
に
先
駆
け
た
日
本
の
職
人
藝
ｌ
」

木
床
義
歯
は
歯
科
医
学
史
に
興
味
を
も
つ
も
の
は
一
度
は
ふ
れ
て
み

た
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

日
本
の
文
化
で
も
科
学
で
も
、
大
抵
は
そ
の
モ
デ
ル
や
ル
ー
ツ
は
外

国
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
取
込
ま
れ
て
実
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
中
で
、
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